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原子吸光分光光度計 利用ルール 

1. 利用前には，機器管理責任者に連絡して利用承認を得るとともに，機器予約システム

に登録する事。なお，支払い責任者が利用登録した全ての利用者の機器使用に起因す

る一切の責は，支払責任者が負うものとします。 

2. 利用講習会を受講するか，使用方法に習熟した者の指導の元で訓練を受けた後で，利

用を開始する事。なお，使用方法に習熟した者については，分野が指定した者としま

す。 

3. 利用前には必ず, 機器予約システムで装置の予約を行うこと。利用料金算出のための

利用時間集計は機器予約システムの記録をもとに行うので, 利用時間と予約時間が異

なる場合には, 予約システムへ利用報告を行うこと。予約時に使用するランプの種類

を通信欄-設備管理者宛に記入してください。 

4. 利用時には必ず利用記録に以下の装置状態を記録する事： 

(1) 利用日 

(2) 利用時間（30分単位で記載） 

(3) 利用者名 

(4) 利用したホソカソードランプの種類（測定対象元素の種類） 

(5) グラファイトチューブ使用回数 

(6) アルゴンガス残量（1次圧力計の値） 

(7) もしあれば，利用者コメント（消耗品交換や機器不調情報等） 

5. 原則, 測定室での試料調製は行わないでください。 

(測定室のサンプルカップを事前に持ちかえり、各研究室で試料調製する事。) 

6. 試料・希釈液・容器等，測定室に持ちこんだものは全て持ち帰り，測定室内に物品を

残さない事。ゴミも持ち帰ること。 

7. 退室前にすべての電源の OFF，及び，アルゴンガスボンベと冷却水の締止を確認する

事。 

8. 測定開始前に，アルゴンガスボンベの残量，グラファイトチューブとホロカソードラ

ンプの使用時間，ランプ寿命を確認して下さい。消耗品・消耗部品の交換寿命は下記

とします。交換の要がある場合は監守者にご連絡ください。 

(1)アルゴンガス 残圧 1 MPa 

(2)グラファイトチューブ 500回～1000回 

(3)ホロカソードランプ 2000時間 

(4)重水素ランプ 500時間 

9. 消耗品・消耗部品の交換は，監守者あるいは機器管理責任者，もしくは，これらの者

から許可を受けた者が行う事。 
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10. 長時間（5時間をめどに）使用する場合は、グラファイトチューブの「クリーニン

グ」を，利用開始前および利用開始後の 2回行うこと。「クリーニング」の方法につ

いては原子吸光光度計一般ユーザーマニュアルのｐ.１３を参照すること。 

11. データを抜き出す際は分析計測分野の貸し出し用 USB（ウイルスチェック済）を使用

してください。（装置で使用している PCは Windows XPのためウイルス対策が万全で

ありません。） 

12. 故障・トラブルの際は,直ちに,監守者と担当教員へ連絡すること。その後,監守者と

危機管理責任者に故障・トラブルの経過および対応の経緯について報告する事。 

 

機器管理責任者 石川 彰彦 （内線 7639） 

監  守  者 増永  幸 （内線 8747） 
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1. 装置の立ち上げ 

Arガスの残量が 1MPa 以上あることを確認して、1次、3次バルブを開ける。2次バル

ブは触らないこと。 

水道水を流す。流量が不足している場合は、装置側で判断して警告が出るので、その

時に流量を上げる。 

※注意 燃料ガスではない。 

 

 

装置の電源を入れる。 全部で 4か所（①～④の順につける） 

 

 

パソコンの電源を入れる。 

 

 

 

 

 

 

開 

開 
触らない 

① ② 

③ 

④ 

2 つのスイッチを

同時に入れる 
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2. 測定制御ソフトの起動 

デスクトップのアイコン「AizAArd」をダブルクリック。 

 

開いた画面の装置の部分をクリック。 

 

 

点検リストが表示される。(3)のグラファイトチューブの加熱回数が,使用ノートの前

回使用者の数字と一致しているかを確認する。 

※注意 回数が 1000 回を超えているときは交換が必要。ただし,1000回を超えた状態

で使用しても装置に負担がかかることはないので,急ぎの測定の場合はそのまま使用し

てもよい。測定を中断した場合も,続行する場合も必ず監守者に報告すること。 

 

「OK」をクリック 

 

 

ログイン画面が表示されるので、ログイン IDに「admin」、パスワードは空欄のまま

「OK」をクリック。 
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3. 測定 

3.1 元素選択およびランプ交換 

起動直後の画面。新しく測定を開始するために「ウィザード」タブから 

「元素選択」を選び、「OK」をクリック。 

（「最近のファイル」、「最近のテンプレート」を選択することで、以前の測定条件を呼

び出すこともできる） 

 

 

「元素選択」をクリック。 
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図の 4か所をチェック。「OK」をクリック。 

 

 

指定した元素のソケット No.とソケットに装着されているホロカソードランプの元素が 

一致していることを確認して、「次へ」をクリック。 

 

※注意 ランプの交換を自分でできない（許可されていない）場合は、マシンタイム

の予約を行う際に、使用予定日時と使用ランプを監守者に連絡してください。 
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3.2 検量線の設定 

 

「検量線の設定」をクリック。 

 

 

必要な情報を入力する。主に入力が必要なのは図の二か所。行数（検量線用試料の

数）、設定濃度、位置（オートサンプラー）の指定は必須。（赤枠）繰返測定回数を変

更したい時もこの画面から。（青枠） 入力が終わったら「OK」をクリック。 
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3.3 試料グループ設定 

「試料グループの設定」をクリック。 

 

 

試料情報を入力する。必ず必要なのは試料数とオートサンプラ上の試料の位置。実濃

度単位が分かれば、入力。入力が終わったら「OK」をクリック。 

元の画面に戻り、「次へ」をクリックする。 
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3.4 装置の接続 

 

「接続/パラメータ送信」をクリック。装置との通信確認が実行される。水道水、Arガ

スが不足している場合は警告が出るので、指示に従う。（不安な場合は必ず監守者に連

絡すること。） 

 

 

フレーム法に関する確認項目が表示される。現在はファーネス法で使用しているの

で、「いいえ」をクリック。 

 

 

この装置では使用しないので、「OK」をクリック。 
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燃料ガスについて警告が出るが、燃料ガスは使用していない。 

「OK」をクリック。 

 

 

「いいえ」をクリック。 

 

 

「次へ」をクリック。 

 

 

「次へ」をクリック。 
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「OK」をクリック。 

 

 

「閉じる」をクリック。 

 

 

GFAチューブ種類：「高密度チューブ」を選択。「完了」をクリック。 
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3.5 試料の測定 

 

検量線、試料の測定条件が反映されている。訂正があれば、この画面から訂正でき

る。「START」をクリックすると、自動的に最後まで測定を行う。 

 

「OK」をクリック。 

 

＊試料測定の前に・・・ 

生体試料やマトリックスが多い試料など, 燃焼してもグラファイトチューブにすすが

残る試料に関してはプレ精製をお願いします。 

 

サンプルがグラファイトチューブ上に残存していることがあります。実試料測定の前

に、イオン交換水を空打ちし、前のサンプルが残存していないか確認してください。

サンプル管にイオン交換水を入れ、オートサンプラに設置し、「START」をクリック。3

回程度測定し、ピークが低減する場合はグラファイトチューブの汚れであるためクリ

ーニングを行う。「装置」タブより「クリーニング」を選択し「開始」ボタンをクリッ

ク。 

※注意 クリーニングは高温でサンプルを燃焼させます。グラファイトチューブに 

負担がかかるので最小限にしてください。 
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＊クリーニングをしてもピークが低減しない場合 

洗浄液が汚染されている可能性があります。洗浄液を交換してください。 

洗浄液はイオン交換水を使用しています。 

 

4. データの保存 

 

名前を付けて保存で、測定条件、測定結果を保存できる。テキストファイル（タブ区

切り）で保存することも可能。 

※注意 データを抜き出す際は分析計測分野の貸し出し用 USB（ウイルスチェック済）

を使用してください。（装置で使用している PCは Windows XPのためウイルス対策が万

全でありません。） 

※重要 グラファイトチューブの使用回数をメモしておく 
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5. 装置の立下げ 

ファイル＞終了で測定ソフトを終了する。（必要ならデータをセーブする。） 

パソコンを切る。 

装置の電源を切る。（4か所。電源を付ける順番とは逆に切る。） 

水道水、Arガスを止める。 

利用記録を記入する。 

 

 

6. 注意事項 

注意が必要なランプの取り扱い 

[Naランプ] 

吸収線が 3本あるので、D2(589nm)を選択する。 

1)分光器パラメータの選択 

分光器パラメータのページから、波長 589.0を入力する。 

 

589.0 
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自動的に、590nm付近のピークが選択されるので、確認すること。 

2)温度プログラムの選択 

 

データを取るステップのところで、チェックを入れて感度を上げる。 

GFAチューブ種類：「高密度チューブ」を選択。 

588.8

 
589.4
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{Sr, Cs, K など} 

他のランプに比べて、吸収線が弱いため、ファーネス位置の微調整が必要な場合がある。 

[-1.000]など測定不能な状態が長く続くようであれば、位置調整を行いますので、ご相談

下さい。 

 

利用可能光源(R5年 5 月現在)：ランプ情報は HPに随時更新するので、確認すること。 

Li, Na, Mg, Al, K, Ca, Cr, Mn, Fe, Co, Ni, Cu, Zn, Rb, Sr, Pd, Ag, In, Sn, Cs, 

Pt, Pb (22種類) 

 

7. 保守（以下は講習会にて指導します） 

ピペットチップの交換方法 

インジェクションの設定方法 

 


